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青 き丁 宇 油 セ ロ イ デ ン で 封 じキ シ ロ ー
ノ

レ に て固 定 し メ ラ フ ｛
ン 埋 藏 法 に よ る の

で あ るが 、 小生 の 昆布法 は活 動 して居 る ゾ ウ リ ム シ を小 形 ビ ペ
． トに て 吸牧 し

之 を 昆布 の 上 に 置 き固定液 を 以 て
、 固定 と膠著 とを

一墨に して行 A の で あ るか

ら稀少の 標 品 を製作 する上 に於 て 至 極便利 で あ る
。

　小生 の 實験 に よる と昆布の 細胞 は 非常に粗 大で且 つ 軟 で あ るか ら切 味が よ く

且 デ ラ フ tノ
γ ドで 著色 して も共 操作 の 如何 に よ b て は 切 片 した 昆布 が少 しも眼

障 うに な らない
， 何 ん となれ ば昆布は染 色能率が甚 だ弱 い か らで あ る

。

　又 Plamkton の 如 阜もの を total　preparation として保存 す る場合に も、 毘布

を 臺紙 と して此 上 に標 品を 嵩 くと きは 他 日必要 に應 じて切 片標 品 とな す機 會を

得 るか ら何 か に つ け て便 利が あ る
。

　 本 文 ア メ ーバ 探集及 標品製作 に 對 し て 本校 助 手束初雄 氏 を煩 は した る こ と は 多 穴 で あ る 、茲 に 同氏 に

對 して 感謝 の 意 を表す o

辮香鼠の 子宮及 び膣 よ 9發見 さ れ f：一 新吸蟲 に就 い て

　　 　　 　 　　 　　 　 尾　　騎　 　佳 　 　正

廣 島 丈 理 科 大 擧 動 物 學 教 室

　 茲 に 逑 ぶ る 吸 蟲 は 鹿 兒 島 第 七 高 等 學 校 敏授 日野光次 氏 が 、 同地 産鏖香 鼠

α頒 伽 rα （Paclbyu’r｛t）coen ・ulea （1〈ERR ，
1792）の 胎兒 を得 る爲 め に解剖 した 際綵 集

．さ れ た 物 で あ る
。 寄生部位が 吸 蟲 と し

’Cは 珍 らLv ・　S の で 、子 宮及 膣 に寄生 せ

る吸蟲は寡聞 な る余 の 未 だ聞か ざ る 所 で あ る
。 小生 に與へ られた 材料 は酒精漬

の 三 瓶で
、 各 々 採集の 日附 を異 にせ る點 よ う到 斷 す る と、 寄生率 も相當あ る も

の の 樣で あ る
。 真の 内の

一 つ は 多 數の 吸 蟲が子 宮壁及 膣壁 に吸 著 せ る 竜の で 、

蟲體が附 著せ る模樣 は林立 せ る乳頭 突起 の 如 くで v 本 來 の 壁 を見 る 事が困難 な

る程 で あ る
。 本 吸 蟲は ．P幼 伽 而゚ 37 ｝lug

．iS（
「ILtNABE） に似 て居 るが 同吸 蟲 とは

子 宮の 展 開 する領域 に於 て 明に画 別 され る もの で ある
。

．Plαgiorchds及 び其 の 他

近 似の 屬 との 關 係に就 きて は 後に述 べ る こ と に す る
。

OPゴ8露 0蜘 〜）1乙θ 融 〜画 11・SP ・

　外 形　外形 は卵 圓形 を呈 して長 さ　1− L4mm 幅は前睾丸の 前 縁 の 部位 に於

て 最 も廣 くして U．56−0．65mm 背 腹 の 厚 さは 比較的1ζ厚 く、 截 片標本 に就 き

て 臉 す る に 、 横斷面 は卵 圓 形を呈 して 、 皚 の 中央部 に於 て 左 右 徑 6mm の も

の に於 て背腹徑 33mm
。

口吸 盤は腹面 の 前端に在 b 。 時 に前縁線 に接 せず して
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少 し く其の 後方 に位 す る もの もあ るが、 多 くは 口吸 盤の 前端 は體の 前 綾線 に接

す
。 圓 くして直 徑 0．18− 0．22mm 　腹吸 盤 は體の 前 端 よ b體長の 三 分の

一 の 所

に在 転 其の 大 きは 口 吸盤 と略 ぼ同大 或 ひ は 稍 々 それ よ b も大 に し て直經 0．19−

0．23　nnn 體表 に は 小 な る棘 を 密生 す 。

　 消化器 　前咽 頭管 に無 くして咽 頭 は rl吸盤に 接 し て 連續 す 。 球 形 に して 直徑

  ・1− 0・12mm 食 道 もな く して 腸管 は 直 ちに左 右 に分 岐 し、體側 に 沼 ひ て 後走 し

て體末に近 く終 る
。

　 雄 性 生殖器　睾 丸 は二 個 あ ）t 、 大 に して 體の 後孚部 に位 置 を 占む
。 後睾丸 は

體の 末端 に近 く存在 し、 右 睾丸 に相當す る もの な るが 常に 正 中線 上 に在 う。 前

睾丸 は 後睾丸 の前 方 に花 うて 、 正 中線 よ b稍 々左 側 に偏在 す 。 兩 睾丸 は相接 近

し て存在 する も、 兩者 の 間 に は 子 宮の 迂管を 少許介在 す 。 兩睾丸 は 略 々 同大 に

して
、 杢 縁 の 球形 を 呈 す る もの もあ るが 、 多 くは 淺 き切 れ 込 あ b て歪 球形 を呈

す 。 直徑 0・25− 0・36mn1 或 ひ は 0．25 × 0．2−0．38　x 　O25 　mm
。

　 生殖 孔 の 開 口 は 腹吸盤の 前方 に て 正 中線 上 に在 り。 陰莖嚢 は筋 肉質に して 、

細長 く、 腹 吸盤 の 右 側縁 に近 く緩 孔 を描 き て、其 の 後縁 よ b も稍 々後 方 に達 す。

長 さ 0・23− 0・38mm 幅 0・05− U．07　mm 貯精 嚢は 陰莖嚢の 後 部の 三 分の 二 を 占

め 、 其前方 k 少 し く離 れて攝護腺部 あ b 。 直徑 0．り2 猟 m の 小 な る 圓 き嚢状 を な

し 、 其 の 壁 は 貯精 嚢の それ と同 じ く扁李 な る 核 を有す る 一層の 上皮細胞の 薄膜

よ b な る
。 攝護腺部 に績 け る射精 管は 、 厚 き キ チ ン 質の 壁 よ うな b 、 迂 曲 し て

其 の 先端 陰 莖 と な b て生 殖 孔 に 開 く。 攝護腺細胞 は 多數 に して 、 陰莖嚢の 前 方

三 分 の 一 の 部分 k 於 て攝護腺部及 び 射 精管の 周 圍 を滿た し 、 時 には 貯精 嚢の 前

孕部の 周 圍 に も見 らる る事 あ b。陰莖 は 屡 4 生 殖 孔 よ b突 出 せ る 竜の あ b
。

　雌 性生 殖器　卵藁 は正 中線 よ b も右 方 に偏在 し、 腹吸盤に殆 ん ど接 して 其の

後 側方 に在 う
。 球 形 に して 直徑 0・15一ひ22mm 輸 卵 管1ま卵巣の 背面 中央部 よ b

後方 ｝こ向 て發 し 、 卵 集の 後縁 の 部 位 に達 し て背 方 に 小 な る盲管（長 さ 0．04m 皿 ）

を出 す 。 此 の 庸管は 精 蟲を滿 た し受精 嚢 の 痕跡 と思 は る
。 次 で LAU コiEi ｛

’

S　caDal

を 分 出 し て後 方 に 向 ひ
、 や が て前方 に轉 じ更 らに 右 方且 つ 後方に 向ひ 卵黄輸 管

を受 け て 、 卵殼形成膣 とな る。1・AURER
’

S　canal は 卵巣後縁 の部位 に於 て 、 體正

中線 に近 く背面 に開 口 す。 卵殼 形成腔 は O．06xO ．03mm 　の 大 さ を有 し、 此 の

部 に 多數 の 卵殻 腺の 開口 す る を見 るn 卵 殼形成腔 に續 け る部分 は子 宮な る が 、

子 宮 の 始部 は 精 蟲を多數貯 へ ・子 宮受 精腔 と な つ て 居 る 。子 宮 は 迂 曲 して 前睾

丸 の 右側 に 出 で 、 兩睾丸の 間 に 出 で 返轉 して再 び 前睾丸 と卵 槧の 間 を通 b て前

睾丸 と腹吸 盤 の 間 に 出 で 、終 ｝ζ metraterm とな b て腹吸盤 の 背 側 を直 走 して
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生 殖孔 に開 口 す 。
metraterm は 陰莖嚢に 並行 して 其 の 背側 を走れ る 事あ b 、 叉

陰莖 嚢 と反對 の 側 を走れ る 事 もあ b 。 其 の 長 さは陰莖嚢の 長 さの 約牛 に して 、

稍 々 厚 きキ チ ン 質の 壁 よ b な b 、 其 の 周 圍 に は腺 細胞 の 發逹 せ るを見 る。 卵 は

黄色 に して 、子 宮の 末部 に あ る もの は 稍 々褐色 を帶ぶ 。 大 さ長 さ e．033−0・036mm

季冨　0．02− 0．021mm 。

　卵 黄腺 は胞 状 に して 夥 し く存在 し、 腸管の 背腹面 竝 に外側 に在 b 。 前方 は 口

吸 盤 、 時 と し ては 最 先端に 達 し 、 後方は體末 に逵 す。 腹 吸盤 よ ウ前 方に於 て は

左右 の 竜の 背測 に於 て相 連 る
。

　排泄系　排泄嚢は Y 字形 に して 背側 に在 う。 排泄孔は 體の 末端 に在 う。 排

潰嚢の 主幹は 睾丸 の 背側 を前 方 に走 う、 卵 殻腺 の 後 方に て左 右 の 二 枝 に分岐す
。

A

OV

PT

OpdStl↓iogllfv乃e （腹 画 圖 ｝

　 ム 　 腹 吸 盤

AT 　前睾丸

CP 　陰莖嚢

EXP 　排 泄 孔

EXV 　排 潰幾
GP 　生 殖孔

　 1 脇管

GP

CP

u

AT

OS　 口 吸 盤

OV 　卵 纂

PH 　 咽 頭

PT 　後睾丸

U 　子 宮 の 卵

V 　卵 黄腺

分岐枝は短 くし て 、 斜 に萠側方に 向ひ ， 卵

棄後縁 の 高 さに漸 く逵 す 。

　論議　本吸 蟲は 外 觀 Playio？’chis ？｝nLrds

（TムNABE ） に類 似す。 然 れ ど竜 同 種 に あ う

て は 子 宮は 兩 睾丸 の 間 を通 b て 後睾 丸の 後

方 に 出で 、然 る後 反轉 し て生 殖孔 に 向 ふ も

の な るが 、 本種 に於 て は余 が 五 十餘の 標本

に 就 きて檢 した結果 に見 る も、 子宮 が 後睾

丸 の 後方 に出つ る もの は一
も無 し 。 故 に子

宮の 分布領 域 よ b して 本 種 は P切 諭 ℃1痂

屬 k屬 すべ きもの に あ らざ る事 を知 る
。 本

種 に最 も近似せ る もの を 已知の 種 に求 め て

余 は Looss 氏 が 1908 年 Op　istJiioglyplee

騒1に 入 れ た る 0．rCtstell
’
us （OLss　1878＞Looss

1907 を得 た 。 同種 は 前咽頭管、 食 道極 め

て 短 く、 腹吸盤 の 後方 に 逹す る陰莖嚢 を有

し、 子 宮 は後睾丸 の 前縁 迄達 し本種 に 酷 似

す 。 本種 と異 な る黜は 本種 に比 して 睾丸が

著 し く前 方 にあ る黠 な b と す。 0．・rαstelezts

を　Opisthioglyplte屬の type　 spccies 　 O．

endelobum に 比 す るに 、 後者 k 於 て は食道

長 くs 陰莖嚢は全 く腹吸盤 の 前 方に在 うて 、

子 宮は全 く前 睾丸 の 前方 に在 るに對 して 、

前者 にあ b ては 食道 極 め て短 く、 陰莖 嚢は長 くして 腹吸 盤 の 後 方 に達 し、 子 宮

は前睾丸の 横 を逋 b て後睾丸の 前縁 の 部位に逹 す。 余 は 0・ rrastellvs は聘來
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ρ画 砺 og 勿 1島θ 屬 よ b分離 さ る 可 きもの と思 ム 。 0．　h2：noi に於 て は 子 宮 は 更 ら

に 兩 睾丸 の 間 迄伸展 し來 うて 測 α9伽 c1癇 屬 へ の 移 ら行 きを示 して 居 る 。
（〜沸 ・

thioglypline
．
屬の 所 屬は 多 くの 人の 疑 悶 とす る所 で あ るが 、 以上逑 べ た る如 く同

屬 内の 種 の 間 に於 て子 宮伸 展の 種 々 な る段階 が見 らる る に て
、 子 宮が未 だ後方

に 伸展せ ぎ る Pla，q・ioi’ch −is と認む べ き もの で 、 や は bPlagiorcl1まidaeに屬 すべ

き竜の と思ふ 。 排潰 系 に於 て も本種 に於 て見 た る如 く Plagiorchiidaeに 一・致す

る 竜の に して
、 余は Looss 氏 の 卓 見 に敬 服 す る もの で あ る 。

On 　a　New 　Trematode　Opisthioglγphe 　h∫ηo∫
，

　　parasi缸c　in　the　Uterus　and 　Vagina 　of

　　　　　　　　Cr・c 妣 ・α　 cα eru 　leα 侭 ERR ）

By

Yoshimasa　OzAKI

Zoological　h ・stitute
，　Literature　and 　Scienee　Celle．ce ・ f・Hir ・ shima ．

Ol）istlv吻 加 んθ ゐi720i・110v ．　sp ．

　　　Body 　oval ， 1一ユ・4 コ111rl　long　by　O・56
−0・65　m 　m 　broad．　S】dn　with 　delicnte　spines ，　OrIし1

8uoker 　subternlin 亂】
，
0 ．18 −0．22　m ］11　in　djameter；　fieetabulu ］n　O．19−0，23　nlm 　in　diameter

，
　olle

もhi・d ・ξth・ b・dy　l・・ gth 　f・・ m 　ant ・ri鵬 nd ・ P ・eph ・ ry ・ x ・ nd … Ph ・gus ・bse・ t； pl・… y ・x

O・1−0・12mn ・ i・ dialn・ter； 」・ t・・th・・1 ・aec ・ ・xt ・・di・ g　t・ the　p ・・t・・…・ ・ e1・d ・ f　the　b。dy，

Genita・】a・perむure 　nieclian
，
　az ヨもel

・ior　to　the　fしce む；山 111um ，

　　　
「restes　globular 　or　sli暮｝ttly 蚕01〕ate

，　olle　obliquely 　behind　t】1e　othe 【
・
脚in　the　posterior　half

of 葛he　body ．　 Cirrus　pouch 　O．23−03S 　mm 　in　le亅、gbll，extending 　from　the　genital　pote　to ちhe

central 　level　of 　the　ovary ．

　　　Ovary　globulur ，　sitiuated 　beh 　illd　the 肌 cetabulum
，
　on 　the　righ しside ，

　smaller 　thall　testes，

She】l　gland　an 　ill　def…Ded 　loose　aggrega ちe 　o 董cells　close 　to　caud 乳1　a　spect 　of 　ovary ．　Recepta−

・n1 ・ m ・emi ・ i・ ・udinienth ・y・ 恥 R ・R
’

・ c… lp … e ・ t
，
　bp・・ i・ g　d・… Uy 跚 d　p。、t，，i。 r　t。

ovary ・　Ini垣乱l　part　of　nterus 　forming　a　reeeptaculum 　9．　e ］ninis 　uter ｛num ，　Uterjne　coils　ex ．

ちendillg 　to　the　anterior 　level　of　the　posterioど　testis，　send 正ng 　a 　few　coiis　between　the　two

testes・　Vitellaria　！n ：　de　uP ．　of　snlall 　foilicles　Dn 　external ，　 ventrnl 　and 　dorsal　sides 　of　the

intestinal　ca 疋｝c 乱 ，　ex 挟）ndin9 しo　the　bo 辷h　eXtlenlities
，
　coales　cilコg　inむbe　Inedian 　line三n　the　neck

regien ．　Uter量ne 　eggs 　O，033−0．036　mm 　byO ．02−0．021mm ．
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　　　Excretory　system 　in　fr）rm 　of　a　Y ；p“ired】三mbs 　uuite 　bohind　the　shell 　gland　；main 　stem

tubu 】ar ；pore　at 　posterbr　end ，

　　　Habitat・　Ute1’us　alld 　vag 三na ‘｝f　Ci’ocid・ttra 〔Pachり1‘ア〔‘〕c‘‘ertdea （KERR ，
1792）．　　　・

　　　L ‘｝cali七y ・　 Kago511｛！11α
，
1（yushu ，

　Jap 島 1】．

　　　1
’
ype　specimen 　in　the　Zoological　Insb三もute

，
　Literaむure 　and 　Science　College　o ［Hiroshlma

，

J叩 an ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　 獻

BRAuN ．　M ．　1902　Faseioliden　der　V6ge聖．急）oL 　Jahrb．
，
　Sysb．

，
　XVI

，
1−162

，
　tab．1−8．

FJHRMANN 　O ．1928　 Tremgteda 　i臣 Kitke【ithaVs 　Handbuch 　der　Zoologie　Bd．　II。　Lieb　3　TeU　2．
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